
第４号様式 

 

事業実績書 

事業名   障がいのある人と地域が繋がる チャリティーコンサート事業 

場所 沼津市大手町 1-1-3 6F 商連会館ビル 6F 弊社事業所内 

期間   平成 28 年 7 月 1 日 ～ 平成 28 年 11 月 30 日 

 日程 実施項目・作業項目 

事 

業 

内 

容 

 打ち合わせ：28 年 7 月・8 月・9 月・10 月 

会場設営：平成 28 年 11 月 11 日 

実施日：平成 28 年 11 月 12 日 

実施項目 

(A)案内チラシは弊社運営障害者施設プラザティンクルの障害者が職業訓練の一環として行いました。 

(B)チケット販売は弊社社員及び共同実施の㈱ドリームミュージックエンターテイメントが行いました。 

(C)会場設営は、施設内清掃や飾りつけ、レイアウト変更などの作業があり、障害者が従事しました。 

(D)イベント運営に必要な下記項目は職業訓練の一環として障害者が従事しました。 

1. 来客対応 

2. 受付事務 

3. イベント司会進行 

4. イベント内プログラムの準備及び合唱プログラム参加 

 

5. 閉会後の清掃活動 

事業効果 

※ 事業の効果を記載してください。 

  チャリティーコンサートチケット購入者数：43 名【64,500 円】 

  うち、21,500 円を熊本の社会福祉法人城南学園 様に義援金として寄付。  

  障がいのある人はお客様に対して接遇の訓練になり、また日頃少ない交流を通じて 

  涙を流してくださる方が出るほど、喜んでくれた様子が見受けられた。 

  また、お客様も日頃接点の少ない障がいのある人との交流を通じて様々な気づきを 

  得て頂けたという感想を頂きました。 

今後の活動予定 

 今回は、地域の住民且つ弊社の障がいのある方に職業訓練の機会を下さっている方を中心に 

 ご案内を出しました。提供するコンテンツ自体が良いものであれば広報の取り組みに応じて集客が図

れる事が確認できたので、以後さらに集客力を高めて毎年のイベントとして開催していく予定です。 

 また、職業訓練作業を委託して下さっている方との関係性強化もこのような機会を通じて 

 達成するプログラムの構築に努めてまいります。 

自己評価 

初回で、スキーム構築が不十分な箇所などもあったことは否めませんが、日頃の取り組みと、顧客に対

する提供価値を可能な限りわかりやすくお伝えすることで満足感を提供できるものと感じる事が出来ま

した。ニッチな業界であることは間違いないので、適切に情報発信を行える環境をつくることを通じて 

より障がいのある方と地域を繋げていく取り組みを継続していきたいと考えています。 

チケットの販売枚数は当初予定比 143％と好調な数字となりました。 


